
 

 

公立高校入試 自己表現の練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中明郷学 園 

文責 畠田・住田 

令和６年度第 1２号 

2月 17日 

学校教育目標 自主・協働・創造 ～社会に開かれた教育課程の推進により、自ら課題を見つけ、学び、行動する児童生徒の育成～ 

９年生が自己表現面接を練習しました。地域の方、地元企業の
皆様の協力で表現力を高め、入試に備えます。 

 

「自己表現」は、広島県の 15歳の生徒に求められる「自己を認識し、自分の人生を

選択し、表現することができる力」を評価するために実施されます。 

授業を参観し、児童生徒たちが主体的に学ぶ姿をご覧いただきました。本校
の教育方針やコミュニティ・スクールの特色ある取組み、企業支援チームと
連携した模擬会社LinkSの活動について紹介し、意見交換を行いました。 

 

面接官は コミュニティ・スクールの委員、企業支援チームの皆様 

地域の職員室  

府中明郷ライオンズクラブの皆様をお招きし、小川様と府中警察署生
活安全課課長の丸田様に講師としてご講演いただきました。薬物の危
険性や依存のリスク、適切な判断力を身につける重要性について詳し
くお話しいただきました。 

 

生徒たちは、具体的な事例を通じて薬物の恐ろしさを学び、日常生活で

どのようにリスクを回避するかを真剣に考える機会となりました。 

本学園の８年生は模擬会社 LinkS を経営し、地域貢献を企業理念
に活動しています。今回は、その活動の様子とCSルーム「むらさき
ラボ」で実施されている「地域の職員室」を見学されました。 

 

1 月２７日（月） 

２月１０日（月） 

兵庫県小野市教育委員会視察 

岐阜県羽島市県･市議会議員 企業視察 

兵庫県小野市  

２月４日（火） 

東広島市議会義員視察 
コミュニティー・スクールの取組み、義務教育学校の取組みをご覧になりま
した。２月 13 日は前期課程の授業参観日でしたが、「子どもたちの目の輝
きが、本当に素晴らしい。」と感動しておられました。 

２月１３日（木） 岐阜県羽島市  

東広島市  

コミュニティースクールの学習支援部会の昔話部の方と一緒に、５
年生が育てたお米でご飯を炊いておむすびを作り、地域の方の自家
製味噌でお味噌汁を作りました。米と味噌の奥深さや自然の恵み、
家庭の味について、地域の達人から学ぶ貴重な体験になりました。 

 

生徒たちは、具体的な事例を通じて薬物の恐ろしさを学び、日常生

活でどのようにリスクを回避するかを真剣に考える機会となりま

した。 

３月 １日（土）であいふれあい祭（クルトピア明郷）２日（日）であいふれあい祭作品展（クルトピア明郷）５日（水）広島県公立高等学校追検査 

７日（金）卒業証書授与式 10日（月)広島県公立高等学校合格発表 11日（火）LinkS引継式 12日（水）１～６年English Day 

13日（木）前期町別会 14日（金）本読堂 20日（木）春分の日 22日（土）CS・PTA環境整備作業 25日（火）修了式、離退任式  

４月上旬 ７日(月)始業式 ８日(火)入学式 11日（金）～15日（火）二者懇談（懇談の希望を２月27日（木）に配布します。締切日3/13日（木）） 

1 月３１日（金） 

1 月３１日（金） 

２月１３日（木） 
１年        ２年        ３年       ４年             ５年      ６年  


